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紅葉の候、皆様方におかれましてはいかがお過ごしでしょうか？ 私達ボート部は今シーズンを終え、４回生 

の先輩方の引退に伴い幹部交代致しました。今シーズン、各選手がそれぞれ結果を残せたのも皆様のご支援、 

ご声援のお陰であると選手一同感謝致しております。本当にありがとうございました。既に来季に向けてオフ 

シーズンのトレーニングに入ってまいりますが、更なる向上を目指して精進してまいりますので、今後とも 

ご支援、ご声援の程よろしくお願い申し上げます。                    主将:亀田祥平 

 

第３９回全日本大学選手権  ８月２３日（木）～２６日（日）埼玉県 戸田ボートコース 

男子舵手なしクオドルプル ３位入賞 
Ｓ：亀田（３年） ３：田中（４年） ２：川崎（１年） Ｂ：岡部（２年） 

1位：日本大学 2位：明治大学 4位：富山国際大学 5位：慶応義塾大学 6位：東京外語大学 7位：岐阜経済大学 8位：龍谷大学 

今年のインカレは、去年同種目で決勝を経験した上回生２

人と今年が初めてのインカレという下級生２人で編成され

たクルーで臨みました。結果としては３位銅メダルで、立命

館だけでなく関西の大学で唯一のメダリストとなりました。

皆様からは、おめでとうという言葉を沢山いただき、いつも

支えて下さっている方々には感謝しているのですが、優勝

を目指していたので満足はしていません。しかし、私個人

としては３年間ずっとクオドでインカレに出場させていただ

き、やっと届いた表彰台でもありました。特に今年は先輩

の哲哉さんとクルーを引張り後輩もそれについてきてくれ

て、自信になる良いレースができたと思います。そのぶん

メダルの重さをひしひしと感じました。今回はチーム全体の

成績を見れば課題の残る結果でありましたが、これからはチームを率いる立場になりますので、質の高いチームを全員

で目指し、熱い戦いを戸田できるよう努力致しますので、これからも暖かいご声援をよろしくお願いします。（亀田） 

男子ダブルスカル ５位入賞 Ｓ:濱口（２年） Ｂ:三野（４年） 

1位：日本大学 2位：山国際大学 3位：筑波大学 4位：日本体育大学 6位：明治大学 7位：愛媛大学 8位：東京外語大学  

今回のインカレは自分にとって最後の大会でもあり、毎日厳しい練習

にも前向きに励みました。この種目は去年、先輩方が優勝していると

いうこともあり、最低でもメダル獲得という強い気持ちを持ちながら練

習に取り組みました。クルーとしては雰囲気が良く自分達の中でも手

応えはあったのですが、予選からスピードにのりきれず、決勝に進む

ことが出来ませんでした。しかし５～８位決定戦では自分達の納得で

きる漕ぎ・レースが最後にできたと感じていますので、それを後輩に

託して頑張ってもらいたいと思います。（三野） 

 



 

 

女子舵手なしペア ５位入賞  
Ｓ:石本（３年） B:奥井(４年) 

1位：早稲田大学 2位：明治大学 3位：法政大学 4位：日本体育大学 6位：一橋大学  

7位：京都大学 8位：龍谷大学 

去年同様、同じメンバーでの編成となりました。それだけに思い入れが強く、

表彰台を目指しコツコツ練習してきました。しかし、予選・敗復では思うような

漕ぎができず、最終日に残ったもののＢファイナルとなりました。気持ちを切り

替えて臨んだ最終レースでは私達らしい漕ぎをすることができたと思います。 

最後のインカレで最後に良い漕ぎができてとてもよかったです。（奥井） 

 

女子ダブルスカル ８位入賞 

Ｓ:木下（３年） Ｂ:山本（１年） 

1位：明治大学 2位：法政大学 3位：日本女子体育大学 4位：早稲田大学 

5位：一橋大学 6位：筑波大学 7位：東北大学  

軽量級に引き続き、木下先輩と出場しました。今大会は、軽量

級の時よりもレベルアップしたレースをと考え、１つでも上の順

位を狙うことを目標に挑みました。結果は８位で悔しい思いが

残るレース内容となりましたが、自分達のこれからの課題を発

見出来たと見ています。次の大会に向けての練習ではその課

題を元に技術面などを向上させ表彰台を狙いたいと思います。

今回インカレに出場させて頂き、多くのＯＢＯＧの方々からのご

支援ご声援のもとで私達は全国の舞台に立てているのだと改

めて実感しました。これからもご声援の程よろしくお願いします。

（山本） 

女子舵手付きクオドルプル 準決勝敗退 
Ｓ:松岡（３年） ３:三丸（４年） ２:坂本（３年） Ｂ:橋本（２年） Ｃ:柘植（２年） 

今回のインカレは、昨年とコックス以外は同じメンバーというこ

とで、昨年より更に力もアップして優勝を狙っていましたが、自

分達の持つスピードがなかなか戸田で出すことができず、準

決勝敗退という結果に終わってしまいました。この夏、このクル

ーで本気で優勝を狙い厳しいトレーニングをしてきたので、本

当に悔しい思いをしました。しかし、この経験は必ず今後に繋

がると思っています。私は今年で引退となりますが、残りのメン

バーは来季もありますので、この思いを忘れずに頑張ってくれ

る事と思います！今回は本当にたくさんの応援をいただきまし

て、ありがとうございました。（三丸） 

 

 



 

男子舵手無しフォア 予選敗退 Ｓ:西崎（３年） ３:渡邊（３年） ２:大山（１年） Ｂ:菅原（２年） 

今大会は無フォアでの出場となりました。乗り始めた時は、

それぞれにズレがあり、基本的な所から１つ１つ正確にク

リアして行く事を課題に進めました。クルーの雰囲気が良

く、練習では個々が感じたことを言い合い、うまく修正して

いくことができました。しかし戸田に入り、環境の変化から

か思うような漕ぎができず、予選・敗復ともに後半で抜か

れる悔いの残る結果となってしまいました。何より自分達

が練習でしてきたことが十分に出し切れなかったことが残

念です。この経験した事を次のレースに繋げられるよう、

個々で反省し次は良い結果が報告できるよう精一杯努力

したいと思います。（大山） 

 

第９０回 全日本選手権大会   ９月１３日(木)～１６日(日) 埼玉県 戸田ボートコース 

女子ダブルスカル 優勝  Ｓ:三丸(4年) Ｂ:松岡(3年) 

2位:関西電力小浜 3位:法政大学 4位:明治大学 5位:早稲田大学 6位:立教大学 7位:一橋大学 8位:東北大学 

全日本級の大会で初めて優勝をする事ができ嬉しく思っております。

三丸さんとは昨年からずっと一緒に乗ってきたクルーであるので、

先輩が立命館大学として最後のレースで最高の色のメダルをかけ

ていただく事が出来とても嬉しく思います。これも日頃からサポート

してくれているマネージャー、ＯＢＯＧ様・保護者の皆様・関係各位

等々のご支援ご声援があってのことだと思っております。本当にあ

りがとうございました！ また、先輩方には本当に多くのことを教え

ていただき感謝の気持ちでいっぱいです。これからは上回生として

後輩達を指導して行く立場になりますので、気を引き締めて次のシ

ーズンに備えていきたいと思います。(松岡) 

       女子チームの日本一は初タイトルです！ 



 

女子舵手無しペア ３位入賞  Ｓ:坂本(3年) B:橋本(2年) 

1位:早稲田大学 2位:東京経済大学 4位:法政大学 5位:日本体育大学 6位:戸田中央総合病院 RC (棄権)一橋大学 (棄権)明治大学 

今回の全日本選手権では、インカレ後、学部授

業実習の関係でクオドを解散して舵手無しペアで

出場することとなりました。スカルオールからスイ

ープオールに変わり、最初の方は普通に漕ぐだ

けで精一杯でした。正直本当にこれでレースがで

きるのかという不安でいっぱいでしたが、結果と

しては３位入賞することができました。他大学の

ペアに比べたらスイープ初心者で練習量も少な

かったこともあり、気合いと勢いで攻める事を考

えなんとか入賞したものの、やっぱり３位という順

位は悔しかったです。もう少し上の順位を狙えた

と思います。でも、個人的には約２週間という短い期間でしたが悦子さんとのペアは水上でも陸上でも楽しかったです。

オフシーズンではしっかり体力をつけて、来シーズンは一番輝いているメダルを獲れるように頑張ります。(橋本) 

女子エイト ５位入賞 
C:柘植(2年)S:三丸(4年) 7:坂本(3年) 6:橋本(2年) 5:石本(3年)  

4:奥井(4年) 3:松岡(3年) 2:黄瀬（瀬田ＲＣ）  B木下（3年) 

1位:法政大学 2位:一橋大学 3位:明治大学 4位:早稲田大学 6位:仙台大学 7位:東京経済大学 8位:東京漕艇クラブ 

女子エイトは昨年３位入賞だけあり全員が優勝を目指していました。ここ！というときに全員で艇速を上げることができず、

順位決定戦へと回ってしまいとても悔しかったです。順位決定戦ではその悔しさをぶつけ、皆がひとつになり一番良い漕

ぎができたのではないかと感じています。結果としては５位でしたが、最後に皆が満足できるレースができ良かったと思

います。(木下) 



男子舵手付きペア ８位入賞 Ｓ:西崎(3年) B:渡邉(3年) C:横尾(3年) 

1位:日本大学 2位:中部電力 3位:法政大学 4位:早稲田大学 5位:一橋大学 6位:学習院大学 7位:京都大学  

今回私は舵手付きペアで出場しました。結果は 8位と

満足いく結果ではありませんでした。試合を終えて感じ

たことは、他クルーと比べて体力や技術がまだまだ足

りないということでした。練習中にさまざまなことを意識

はして取り組んできましたが、意識の甘さを痛感しまし

た。来シーズンに向けてこのオフシーズンにどれだけ

頑張れるかが重要になってくると思います。このクルー

で来年のインカレ・全日本に出場できるかわかりませ

んが、どのクルーでも優勝目指して頑張りたいと思い

ます。(渡邉) 

男子ダブルスカル 準決勝敗退 

Ｓ:岡部(２年) B:菅原(２年) 

今回が私にとって初めての全日本選手権でした。ダブルのバウ

というポジションで漕がせて頂きました。予選はなんなく通過す

ることが出来ましたが、準決勝では私のブレードがコースブイに

当たり腹切りして艇を停めてしまいました。その結果、準決勝敗

退という大変悔しい結果になってしまいました。今回の反省を次

に繋げられるように今後練習していきたいと思います。ご声援あ

りがとうございました。(菅原) 

 

女子シングルスカル 予選敗退  石本(3年) 

今回の全日本選手権では、個人的に約 3年ぶりのシングルでの

2000mのレースで正直不安の方が大きかったです。シングルは

クルーボートと違い、本当に自分の実力が試される種目なので

メンタル面においても勝負強さが必要です。そのどちらともが自

分にはまだまだ足りてないと改めて実感させられるレースでもあ

りました。もう 3回生となり残された時間はあと１年となりました。

今回の悔しい思いや「優勝」に対する気持ちを忘れずに、残りの

期間を全力で駆け抜けたいと思います。 

 

男子舵手無しクオドルプル 予選敗退 

Ｓ:亀田（３年） ３:田中（4年） ２:濱口（２年） Ｂ:川崎（１年） 

今回の全日本選手権大会はインカレよりも上の順位を狙って練

習に取り組んできました。そして 4回生のラストレースということも

あり気合いを入れていました。しかし、結果は準決勝に進むこと

ができずとても悔しかったです。予選で自分達の漕ぎができず、

そのままの流れで進んでしまいましたが、敗復では内容的に良

い漕ぎができたと思います。今シーズンで経験したことを生かし、

冬場のトレーニングを実施して行きたいと思います。(川崎) 

 



 

第５８回 びわ湖レガッタ   9月 23日(日) 滋賀県 琵琶湖漕艇場 

９月２２日（土）～２３日（日）に琵琶湖漕艇場でびわ湖レガッタが

行われました。立命館からは、新人戦クルーと三回生クルーが出

場致しました。全日本選手権が終わり間もないですが、１、２回生

は新人戦に向けて良いレースイメージが持てました。ここからま

た次へ向けて準備を重ねて行きたいと思います。 

M４＋(S.岡部 3.濱口 2.川崎 B.大山 C.寺坂【東レ】) ３位 

M1×(菅原) ２位   M1×(渡邉) ６位 

M２×(S.亀田 B.西崎) 優勝 

W２×(S.松岡 B.坂本) 優勝  W２×(S.橋本 B.山本) ３位  

 

 

第５３回全日本新人選手権大会 １０月１９日(金)～２１日(日) 埼玉県 戸田ボートコース 

男子付きフォア ３位入賞 
Ｓ:川崎（３年） ３:濱口（２年） ２:岡部（２年） 

Ｂ:大山（１年） C:寺坂(東レ滋賀) 

1位:法政大学 2位:東海大学 4位:大阪大学 5位:富山国際大学  

6位:龍谷大学 7位:一橋大学 8位:大阪市立大学 

今回の大会では出場資格を満たしているＣＯＸが当部には

いない為、東レ滋賀へお願いしＣＯＸをお借りし混成クルー

として大会に挑みました。ボートの基本動作を丁寧に取り

組むことを目標としていました。その為、予選・準決勝では

丁寧さばかりを考え、勢いを失ってしまいましたが、決勝で

は丁寧さと勢いを見せつけることができたと思います。３位

という結果に終わってしまい課題はまだまだ残っていますが、だからこそ来シーズンに向けてより精進して参りたいと思

います。女子チームに負けず、男子チームも結果が残せるよう取り組んで行きたいと思います。最後になりましたが、日

頃から応援して下さっている皆様方、本当にありがとうございました。(岡部)   

女子ダブルスカル ７位入賞 
S 橋本(2年) B 山本(1年) 

1位:関西電力小浜 2位:岐阜経済大学 3位:大垣共立銀行 4位:日本体育大学 

5位:熊本学園大学付属高校 6位:龍谷大学Ａ 8位:今治西高校Ｂ 

新人戦でもＯＢＯＧの方々から多くのご支援ご声援を頂き、７位に

入賞をすることができました。今回のレースが今シーズンラストの

レースという事もあり、Ａファイナルに駒を進めることを目標に短い

期間ではありましたが気持ちを一つにして練習に励んできました。

結果としては決勝に行くことはできませんでしたが、それぞれの良

い点・向上すべき点を見つけ、オフシーズンの課題が明確になった良いレースでした。今回のレースを踏まえて、来年は

より高いところを目指して頑張って行きますので、応援の程よろしくお願い致します。(山本)  

http://www.facebook.com/photo.php?fbid=273159609472038&set=a.100803193374348.688.100003340021441&type=1&relevant_count=1


 

男子シングルスカル 準決勝敗退 菅原(2年) 

今回、私の得意とするシングルスカルでの大会出場となりました。

今大会は準決勝での敗退という結果ですが、私自身が予想してい

たよりレベルが高い他チームの選手達の漕ぎに圧倒させられてし

まいました。自分の今の位置がわかり、来季へ向けて更にトレーニ

ングを積むことが大事だと痛感致しました。お忙しい中駆け付けて

頂いたＯＢＯＧ様をはじめ関係各位の皆様、ご声援ありがとうござ

いました。(菅原) 

 

女子舵付きクオドルプル ２位（富山国際大学） COX:若尾(2年) 
１位：早稲田大学 2位：富山国際大学 3位：明治大学 4位:法政大学 

今回、レンタル選手として普段から当部と親交のある富

山国際大学の女子舵手付きクオドルプルでＣＯＸを務め

させていただきました。立命館男子４＋と同じく、新人戦

の出場資格を満たしているＣＯＸが居られない事もあり、

お声掛けをいただきました。私は今までＣＯＸ経験がな

い素人だったので沢山の方から助言をいただきながら、

短い期間でしたが練習を行い試合に挑みました。決勝

では最後の数本でリードされてしまい、惜しくも２位とい

う結果となってしまいました。自分がもっと艇を真っ直ぐ

に進めることが出来てたらという後悔が尽きません。し

かし、このように本気で物事に取り組むことができたこと、

貴重な経験をすることができたこと、クルーに恵まれたことに大変感謝しています。この経験をこれからのマネージャーと

しての活動に生かしていけたらと思っております。この機会を与えて下さった皆様にありがとうございました。(若尾) 

 

＜マネージャー奮闘記＞ 
こんにちは！3回生マネージャーの富永範子です。今

シーズンもたくさんのご支援・ご声援ありがとうございま

した。この夏のマネージャーの活動について紹介させ

ていただきます(*^O^*) 

さてさて、今年もマネージャー一同はアツ～～～い夏を

過ごすことができました！まず６月に１回生が２人入部

してくれたことにより、マネの人数は９人という大所帯と

なりました♪ 遠征に参加できる人数も増え、毎回楽し

く活動することができました！ 私が一回生のときの冬

はマネはたったの ３人…そんな、したいこともできずにとてももどかしい思いをしていた頃と比べると、様々な面でのサポ

ートを改善・充実させることができたように思います♪ これからも数に甘えることなく、ますますパワーアップしたサポート

体制を築いていこうと思いますので、今後とも皆様方のご支援・ご協力の程よろしくお願い致します(｀・ω・´)！ 

 

 



 

～懇親会～ 埼玉県戸田市 
立命館大学ＯＢＯＧの方々が全日本大学選手権大会の後に懇親会を開催して下さいました。現役選手は毎年この場で

たくさんの方々とお話することを楽しみにしています。貴重なお話を聞くことができ大変嬉しく思っております。 

（写真は懇親会時のものです） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貴重な場面を準備いただきましてありがとうございました。多くの関係者の方々にご支援ご声援をいただき、更に来年は

今年より良い結果を皆様方にご報告できるよう頑張って進んでまいります。 

 



 

<大会案内> 

『ＲＩＴＳレガッタ』  １１月２５日（日）  場所：滋賀県立琵琶湖漕艇場 

毎年ＲＩＴＳレガッタを開催しておりますが、出場資格を問いませんので皆様ご参加いただければ幸いでございます。 

初めての方でも大歓迎です！皆様にボートというものを少しでも知っていただける機会になればと思っております。 

ＯＢ・ＯＧの皆様方、御父母の皆様方、関係各位の皆様方も是非ご参加をご検討下さい。 

人数が足りない等、御相談に応じられる範囲でご対応させていただきますのでお気軽にご相談下さい。 

参加ご希望の方は下記までご連絡をお願い致します。(期限 11月 15日迄) 

TEL ０７７－５４３－３６８４  MAIL ec0123pe@ed.ritsumei.ac.jp 

主催；立命館大学体育会 

参加料：一組（四名） ３,６００円（一人９００円；記念Ｔシャツ代含む） 

参加種目：ナックルフォア 

 

<大会情報> 

Head of The Seta １１月１７日（土）／１８日（日）  場所：滋賀県大津市 瀬田川 

エルゴ大会 

北信越大会  １２月９日（日）  場所：福井県立敦賀工業高等学校 第１体育館 

近畿大会    １月２０日（日）  場所：東レ滋賀事業場内 体育館 

 

＜ＨＰのご案内＞ 
ホームページが新しくなりました。今までのホームページ運営におきましては、皆様方に大変ご迷惑をお掛けしまして申

し訳ございませんでした。今後は立命塾とホームページの両方で活動報告が出来るよう運営をして行く予定です。 

マネージャーブログや大会の写真などを閲覧する事が可能ですので是非ご覧下さい。 

http://ritsumeikanunivrowing.web.fc2.com/ 

 

「立命館大学ボート部」検索または日本ボート協会の『jara projecto→京都』からでもご覧になれます。ご意見、ご感想な

どございましたら、ご遠慮なくお申し出下さい。 

＜編集後記＞ 
１１月になり朝夕冷え込んでくる季節となりました。４回生は引退し、それぞれ次のステージへと進み始められました。そ

してチームも幹部交代し、来年の大会で更に良い結果を報告できるようにオフシーズンは日々頑張っていきたいと思って

おります。また、この立命塾も第十号となり、今回から３回生の坂本と西崎が後を継ぐことになりました。至らぬところも

多々ございますが、今後ともよろしくお願い申し上げます。最後までお読みいただきましてありがとうございました。 

立命塾担当 3回生 西崎瑛一 坂本悦子 

 

 

 

http://ritsumeikanunivrowing.web.fc2.com/


 

 

 

ボート部活動へのご支援ご声援の程、 

よろしくお願い申し上げます。 

 
ボート部活動資金 

銀行振込口座 

滋賀銀行本店営業部 普通口座 737232 

｢立命館大学ボート部 OB 会｣宛 

 

 

 


